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　人園の勤き
一3潟毒日現在一一

男　　　4，579（一2）

女　　　4，64雪（一6）

計9，220（一8）
繊帯数2，27610）

　ωは筋月比較

おひなさまと　緒に
　　　春がやってきた
　　　　　　　　　　　　　一2月21日　上野保育園一
　　いつの間にか日が長くなり￥穏やかな日差しが園内に
　入ってきます。お遊戯会が終わってすぐに、ステージに
　は「ひな人形」が飾られました。
　　かわいい瞳のおひなさま．男の子は刀や弓に￥女の子
　は華やかな着物に関心を寄せたようです・
　　健康で優しく育つように願った、この行事が終わるこ
　ろには春本番。

圃休日救急医
3月12日富田医院（神明町）費52－3269

19日千手診療所（中央町）費68－2034

21日大島医院（川原町〉費52－2957

　26日中条病院（中条）奮57－3018

4月2日第二藤巻医院（上野）奮68－2018

　9日山口医院（下条）智55－2003
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会義昌3
口

告報

　
第
叢
回
町
議
会
定
例
会
が
豊
月
一
露
か
場
開
か
薦
で
騨
ま
す
。
会
期
ぽ
、

同
月
三
牽
趨
ま
廼
璽
蕊
十
日
闇
で
す
。

　
始
め
に
、
奪
決
処
分
し
滝
休
欝
の
特
例
（
大
喪
の
礼
）
条
例
翠
承
認
き

難
難
饗
舗
辮
難
畷
欝
難
赫
讐

施
設
の
総
合
的
な
整
備
鷺
関
す
る
財
政
上
の
計
爾
策
定
」
螺
審
議
き
羅
、

療
案
ど
お
璽
驚
決
さ
舞
叢
鞍
だ
．

　
文
髭
会
館
建
設
基
金
の
設
置
な
ゼ
の
新
設
条
例
は
、
各
所
管
の
常
葎
委

員
套
髭
惹
薦
ぞ
薦
付
託
き
れ
諜
穫
だ
。

　
豊
圏
が
、
鯵
新
年
度
予
算
の
審
議
獲
戴
嬢
叢
し
だ
。
町
長
の
提
案
理
由
の

説
明
の
あ
葭
、
各
常
任
委
員
套
の
調
糞
な
お
を
経
て
、
韮
十
豊
霞
礁
ぽ
、

平
成
元
年
度
予
算
灘
件
が
成
立
奮
る
晃
込
毒
欝
す
。

　
『
観
髭
議
決
さ
れ
蓬
一
部
故
歪
条
例
を
中
心
に
、
議
会
前
半
の
概
要
蓬

お
知
穆
懸
態
謙
す
．

消
費
税
関
連
で

　
　
　
　
使
用
料
な
ど
軒
並
み
改
正

　
四
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
消
費
　
　
性
化
セ
ン
タ
ー
　
克
雪
セ
ン
タ
ー

税
法
に
伴
っ
て
公
共
施
設
の
使
用
料
　
　
節
黒
城
跡
・
二
六
公
園
松
葉
荘

が
、
一
律
三
パ
ー
セ
ン
ト
値
上
げ
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関
係

条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
十
円
未

満
の
端
数
は
四
捨
五
入
す
る
こ
と
か

ら
、
た
と
え
ば
、
五
百
円
は
五
百
二

十
円
に
、
三
百
円
は
三
百
十
円
に
、

百
円
は
そ
の
ま
ま
変
わ
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
改
め
ら
れ
た
条
例
は
次
の
と
お
り

で
す
（
正
式
な
条
例
名
称
を
分
か
り

や
す
く
簡
略
に
表
示
し
ま
し
た
）
。

　
学
校
使
用
料
　
浦
佐
駐
車
場
　
総

合
セ
ン
タ
ー
　
高
倉
ぶ
な
の
家
　
小

脇
冬
期
集
落
セ
ン
タ
ー
　
保
健
・
活

二六公園でのブナ林まつり（昭63，5，22）

錦
鯉
越
冬
槽
　
シ
ス
テ
ム
ケ
イ
使
用

工
場
上
野
コ
ミ
・
セ
ン
タ
ー
橘

同
　
総
合
体
育
館
　
庚
塚
野
球
場

町
営
住
宅
　
下
水
道
　
上
水
道
　
フ

ラ
ッ
シ
ュ
施
設
　
国
保
診
療
所
　
同

仙
田
へ
き
診

広
告
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、

対
価
を
得
て
行
う
取
引
の
ほ
と
ん
ど

が
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

納
税
義
務
者
は

　
課
税
対
象
と
な
る
取
引
を
す
る
個

人
事
業
者
や
法
人
で
す
。
そ
れ
に
、

国
や
県
、
市
町
村
、
公
共
法
人
、
公

益
法
人
、
人
格
の
な
い
社
団
な
ど
で

す
。

　
免
除
さ
れ
る
事
業
者

　
前
々
年
の
課
税
売
上
高
が
三
千
万

円
以
下
の
事
業
者
は
、
そ
の
年
の
納

税
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

消
費
税
法
は
4
月
1
日
か
ら
適
用

課
税
対
象
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
一
〇

　
商
品
の
販
売
や
自
動
車
の
レ
ン
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
ご
）

ル
、
理
美
容
、
印
刷
、
運
送
、
仲
介
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
9
イ

税
　
率
　
は

消
費
税
の
税
率
は
、
三
パ
ー
セ
ン

髪
　
ご
、
も

▲
◎

ト
で
す
。

　
た
だ
し
、
普
通
乗
用
自
動
車
（
中

古
車
除
く
）
は
、
平
成
四
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
は
、
経
過
的
に
六
パ
ー

セ
ン
ト
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
「
普
通
乗
用
自
動
車
」
と
は
、

　
長
さ
が
三
二
〇
セ
ン
チ
を
超
え
る

　
も
の
、
幅
が
一
四
〇
セ
ン
チ
を
超

　
え
る
も
の
、
気
筒
容
量
五
五
〇
㏄

　
を
超
え
る
乗
用
車
を
い
い
ま
す
。

4
月
－
日
か
ら

　
　
　
　
特
別
職
の
報
酬
を
改
正

町
議
会
議
員
の
報
酬
等
条
例

　
町
議
員
の
報
酬
月
額
が
、
議
長
十

八
万
八
千
円
、
副
議
長
十
四
万
七
千

円
、
常
任
委
員
長
十
三
万
六
千
円
、

議
員
十
三
万
三
千
円
に
そ
れ
ぞ
れ
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

三
役
の
給
与
条
例

　
給
料
月
額
が
、
町
長
五
十
七
万
七

千
円
、
助
役
四
十
五
万
円
、
収
入
役

四
十
三
万
三
千
円
に
改
め
ら
れ
ま
し

た
。教

育
長
の
給
与
等
条
例

　
給
料
月
額
三
十
九
万
一
千
円
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

非
常
勤
特
別
職
の

　
　
　
　
　
報
酬
等
条
例

　
各
種
委
員
報
酬
（
月
額
）
の
う
ち
、

農
業
委
員
会
会
長
と
教
育
委
員
会
委

員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
一
万
九
千
円
、
農

委
会
長
代
哩
が
一
万
六
千
二
百
円
、

農
委
、
教
委
の
各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

一
万
五
千
六
百
円
、
監
査
委
員
（
知

識
経
験
者
）
二
万
四
千
円
、
同
（
議

会
選
出
者
）
一
万
六
千
円
に
改
め
ら

れ
ま
し
た
。
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2代目

レ
で
鷺、

駆
　
■

たわ
臨
　
　
　
』
饗

力
嚢
ス
騨
一
口
爵

｝
馨
　

㎜
　
　
㈱

o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葵

　3（

生誕

　
二
月
十
九
日
夜
、
活
性
化
セ
ン
タ

ー
で
、
新
し
い
「
ミ
ス
か
わ
に
し
」

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
二
代
の
ミ
ス
か
わ
に
し
に
は
、

つ
ぎ
の
お
二
人
が
十
六
人
の
応
募
の

中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
上
村
弘
美
さ
ん
（
23
）
上
野

　
富
井
智
子
さ
ん
（
1
9
）
同

お
二
人
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

（
上
村
さ
ん
1
1
K
、
富
井
さ
ん
11
T
）

霧

明るい笑顔で、ミスかわにしの富井さん佐）上村さん

・
応
募
の
切
っ
掛
け
は
…

K
　
上
野
青
年
会
の
方
々
か
ら
推
薦

　
さ
れ
ま
し
た
。

丁
　
母
の
知
人
が
推
薦
し
て
く
れ
ま

　
し
た
。

・
勤
め
先
は
…

K
　
根
津
紋
織
（
十
日
町
）
で
企
画

　
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

丁
　
新
潟
川
西
農
協
（
本
所
）
金
融

　
課
に
い
ま
す
。

・
趣
味
は
…

K
去
年
か
ら
始
め
た
ス
キ
ー
で
す
。

丁
　
音
楽
を
聞
く
こ
と
で
す
。

・
身
長
は
…

K
　
1
5
6
・
5
セ
ン
チ

T
　
1
5
7
セ
ン
チ

・
町
の
良
い
と
思
う
と
こ
ろ
は
…

K
　
自
然
環
境
の
よ
さ

T
　
お
米
が
お
い
し
い
こ
と

・
町
に
希
望
す
る
こ
と
は
…

K
　
も
う
少
し
若
い
人
が
い
れ
ば
良

　
い
と
思
い
ま
す
。

丁
　
地
場
産
業
が
盛
ん
に
な
っ
て
、

　
若
い
人
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
。

・
ミ
ス
に
選
ば
れ
た
感
想
は
…

K
　
た
だ
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
お
役
に

　
た
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

T
　
ま
だ
嘘
み
た
い
で
す
。
が
ん
ば

　
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
ミ
ス
か
わ
に
し
」
の
タ
ス
キ
を

か
け
た
お
二
人
に
は
、
雪
ま
つ
り
前

夜
祭
で
賞
品
の
ハ
ワ
イ
旅
行
の
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
で
高
倉
国
際
村
の
総
会

　
二
月
二
十
五
日
、
東
京
新
宿
で
恒

例
と
な
っ
た
高
倉
国
際
村
の
総
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
南
雲
助
役
、
高
橋
弥
太

郎
町
議
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
同
瓜
苔
貝
は
二
十
六
人
、
総

会
に
は
、
そ
の
う
ち
ご
家
族
な
ど
十

七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

夕
食
を
兼
ね
た
総
会
で
は
、
国
際

村
と
町
の
地
域
交
流
や
、
文
化
交
流

の
進
め
方
や
、
地
域
施
設
の
こ
と
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

か
わ
い
い
お
便
り

　
　
　
　
2
月
号
表
紙
の
児
童
か
ら

　
広
報
の
お
兄
さ
ん
、
こ
の
間
は
、

私
た
ち
二
十
六
人
に
写
真
を
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
み
ん
な
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

い
た
だ
い
た
写
真
を
、
卒
業
ア
ル
バ

ム
に
は
り
一
つ
の
思
い
出
に
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

も
う
、
和
紙
の
ほ
う
も
ほ
と
ん
ど

終
わ
り
、
印
刷
す
る
ば
か
り
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
橘
小
に
お
い
で
に

な
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
時
を

み
ん
な
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
　
　
　
橘
小
六
年
生
一
同
よ
り
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韓
僅
面
積
を
酪
鐸

　
二
月
十
六
日
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
転
作
面
積
の
配
分
会
議
が
開
か
れ

ま
し
た
。
昭
和
六
十
三
年
度
の
転
作

作
物
共
励
会
の
表
彰
や
、
転
作
実
績

の
報
告
に
続
き
、
平
成
元
年
度
転
作

目
標
面
積
な
ど
が
、
各
集
落
の
転
作

推
進
事
務
協
力
員
に
配
分
内
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
度
は
、
天
候
不
順

に
ょ
る
転
作
作
物
の
作
柄
不
良
は
あ

っ
た
も
の
の
「
集
落
ぐ
る
み
の
取
り

組
み
」
の
成
果
で
、
町
全
体
の
目
標

面
積
に
対
し
て
一
〇
三
・
一
パ
ー
セ

ン
ト
の
実
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
度
の
取
り
組
み
方
向
は
、

平成元年度転作目標面積配分

①
集
落
で
の
話
し
合
い
か
ら
進
め
る

集
団
転
作
地
域
の
拡
大
と
、
作
物
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
た
連
担
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
却

　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊

　
灘
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

撚

一面の大豆畑となった転作田（

地
化
の
推
進
。

②
農
家
経
営
を
安
定
す
る
た
め
、
転

作
可
能
な
基
盤
の
整
備
、
農
用
地
の

貸
借
、
交
換
な
ど
の
活
用
。

③
畑
作
振
興
を
進
め
、
収
益
性
の
向

上
に
努
め
る
。

④
重
点
作
物
は

　
一
般
作
物
”
大
豆
、
青
刈
り
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
ソ
バ
（
前
作
を
伴
っ
た
）

特
例
作
物
”
加
工
用
ナ
ス
、
野
沢
菜

な
ど
販
売
に
結
び
つ
く
も
の
。

⑤
転
作
目
標
面
積
の
配
分
算
定
は
、

集
落
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
作
付
可
能

面
積
を
算
定
基
礎
と
し
て
一
律
配
分

し
た
。

⑥
町
の
単
独
助
成
措
置
は
、
集
団
転

作
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
生
産

組
織
な
ど
が
実
施
す
る
嚢
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内

で
助
成
す
る
。

集　落　名
実　　転　　作

目　標面　積
他用途利用
米予定数量

東　　　山 479．8a 5240㎏
水　ロ　沢 263．9 2900
上　新　井 306．8 3510
中　屋　敷 382．1 4220
沖　　　立 1439．3 16940
伊　　　友 894．5 10380
高　原　田 268．5 2970
坪　　　山 408．2 4540
霜　　　条 386．1 4270
鶴　　　吉 147．6 1630
ギ　手　計 4976．8 56600
上　　　野 810．2 8890
元　　　町 540．8 5950
新町新田 588．1 6340
下平新田 463．8 5000
三　　　領 253．9 2870
小　根　岸 200．O 2260
上　野　計 2856．8 3窪310
木　　　落 820．1 9380
寺　ケ　崎 139．7 1480
塩　　　辛 179．O 1890
仁　　　田 837．9 9010
野　　　ロ 1000．O 10900
原　　　田 338．8 3680
根　　　深 307．5 3340
下　　　原 372．O 4100
橘　　　計 3995．O 4378（）
中　仙　田 407．5 4390
室　　　島 322．8 3500
小　　　脇 204．6 2120
高　　　倉 177．9 1850
藤　　　沢 13．O 『

　　一田　　　戸 20／．O 2120
越　ケ　沢 3．4 一
赤　　　谷 326．8 3470
岩　　　瀬 370．8 3930
大　　　倉 70．O 710
大　白　倉 321．2 3370
小　白　倉 412．4 4330
紬　田　誹 283謡。4 297go
川　西　町
合　　　計 14660．O 161480

※　水田農業確立対策と米需給均衡化対策の

　　合計数値です。

　　　　　つ噸つ一

締
め
切
り
3
月
2
5
日

町
行
造
林
事
業
の

作
業
班
員
を
募
集

　
町
内
の
山
林
地
帯
で
雑
木
の
伐
採

や
杉
苗
の
植
林
な
ど
の
作
業
に
従
事

す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
人
員
　
男
子
　
4
8
人

　
　
　
　
　
　
　
女
子
　
2
人

◎
採
用
条
件

①
町
民
で
健
康
な
人

②
男
子
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
、
刈
払
機
の

　
操
作
が
で
き
る
人

植
林
作
業
を
す
る
作
業
員

　
　
　
　
　
　
　
（
63
・
1
0
・
2
4
）

③
年
齢
は
4
月
1
日
現
在
6
9
歳
未
満

④
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
は
、
技

　
術
・
資
格
・
年
齢
な
ど
を
考
慮
し

　
　
て
選
考
す
る

◎
賃
　
　
金
　
原
則
と
し
て
町
の
農

業
標
準
賃
金
（
男
六
千
円
、
女
五
千

五
百
円
）
を
基
本
日
額
と
し
、
ほ
か

に
技
術
・
運
転
手
な
ど
の
諸
手
当
を

加
算
し
て
決
め
る
。

◎
賞
与
勤
務
日
数
な
ど
を
勘

案
し
た
特
別
賞
与
を
支
給
す
る
。

◎
期
　
　
間
　
平
成
元
年
5
月
1
日

か
ら
n
月
2
0
日
の
予
定
。

◎
就
業
時
間
　
始
業
午
前
8
時
、
終

業
午
後
5
時
1
0
分

◎
休
　
日
原
則
と
し
て
日
曜
日

と
す
る
。

◎
申
込
方
法
　
健
康
診
断
書
、
印
鑑
、

そ
れ
に
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者
は

免
許
証
を
持
参
の
う
え
、
産
業
課
林

政
係
へ
。

◎
そ
の
他
短
期
特
別
雇
用
保
険
、

労
働
災
害
適
用
の
制
度
あ
り
。

　
採
用
者
に
は
、
4
月
2
0
日
ま
で
に

本
人
に
通
知
す
る
。
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灘

　
昭
和
六
士
二
年
中
の
町
内
交
通
事
故
発
生
件
数
は
一
九
件
、
傷
者
二
二

人
、
死
者
二
人
を
記
録
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
死
者
は
な
か

っ
た
も
の
の
、
件
数
は
二
〇
件
前
後
、
傷
者
は
二
五
ー
二
八
人
で
、
相
変
わ

ら
ず
同
じ
よ
う
な
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
さ

ら
に
交
通
安
全
の
認
識
を
深
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
全
国
で
も
死
者
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
昭
和
五
十
五
年
以

降
毎
年
、
交
通
事
故
死
者
の
半
数
以
上
が
、
夜
間
の
事
故
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
交
通
量
は
、
昼
間
の
約
十
分
の
一
程
度
だ
そ
う
で
す
か
ら
、
夜
間

事
故
の
致
死
量
は
異
常
に
高
い
と
い
え
ま
す
。

夜間の交通事故防止
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グレーの服
ぐ一・一31m一一一

明るい服
←一一一38m一一一一一一一

反射材をつけた人
ぐ一。一136m一一燗一一一一・畠葡一’一“輯顧麟廟

　
夜
間
は
昼
間
に
比
べ

　
　
　
　
欠
点
が
あ
り
ま
す

①
視
界
が
極
め
て
悪
い
。

②
飲
酒
運
転
、
過
労
運
転
が
多
く
、

　
歩
行
者
に
も
酔
っ
て
い
る
人
が
多
い
。

③
交
通
量
が
少
な
い
た
め
、
ス
ピ
ー

　
ド
を
出
し
が
ち
に
な
る
。

　
　
ド
ラ
イ
バ
ー
が

　
　
　
　
気
を
つ
け
る
こ
と

①
ラ
イ
ト
点
灯
は
早
目
に
。

②
昼
間
よ
り
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
る
。

③
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や
カ
ー
ブ

　
で
は
、
ラ
イ
ト
の
点
滅
な
ど
で
合
図

　
を
す
る
。

④
歩
行
者
の
横
断
に
十
分
な
注
意
を
。

歩
行
者
は

　
　
　
反
射
材
の
利
用
を

①
外
出
す
る
と
き
は
、
反
射
材
付
き

　
の
衣
服
を
着
用
す
る
な
ど
、
明
る

　
い
服
装
を
。

②
道
路
の
横
断
に
は
、

　
全
確
認
を
。

十
分
な
安

●

▲
7

≡

一
日
1
円
の
掛
金
で

2
万
円
～
鵬
万
円
の
見
舞
金

　
交
通
災
害
共
済
の
更
新
加
入
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
嘱
託
員
を
通
じ
て

申
込
書
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
ご
家
族
全
員
が
加
入
す
る
よ

う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
去
年
加
入
し
た
八
、
六
八
三
人
（
加

入
率
九
二
・
四
八
％
）
の
う
ち
、
事

故
に
あ
い
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、
三
二
人
（
二
百
九
十
七
万
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
回
よ
り
二
人

（
七
十
三
万
円
）
増
え
て
い
ま
す
。

　
　
加
入
申
込
書
の
記
入

①
前
年
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
人
数

と
金
額
を
記
入
し
、
会
費
を
添
え
て

お
出
し
く
だ
さ
い
。

②
す
で
に
居
な
い
方
の
名
前
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
た
ら
、
棒
線
で
消
し
て

く
だ
さ
い
。

③
名
前
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
余
白
欄
に
書
き
加
え
て
く
だ
さ

い
。

④
学
生
な
ど
は
、
転
出
し
て
い
て
も

こ
ち
ら
で
加
入
で
き
ま
す
。

⑤
年
度
中
途
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

⑥
申
込
書
は
、
左
右
切
り
離
さ
ず
、

嘱
託
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

等級 災　　害　　の　　程　　度 金　　額　円

1 死亡 1，000，000

2
自賠責でいう1級の傷害を受けた場
合 700，000

3
治療期間が6月をこえ、入院30日以
上、実治療日数90日以上のもの 150，000

4
治療期間が5月をこえ、入院21日以
上、実治療日数75日以上のもの 120，000

5
治療期間が4月をこえ、入院14日以
上、実治療日数60日以上のもの 100，000

6
治療期間が3月をこえ、入院通院の
実治療日数45日以上のもの 80，000

7
治療期間が2月をこえ、入院通院の
実治療日数30日以上のもの 60，000

8
治療期間が1月をこえ、入院通院の
実治療日数15日以上のもの 40，000

9
入院通院の実治療日数7日以上のも
の

20，000
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膨み滞懸の安全税金は社会のぶ《

4月から

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
で
、
納
税
者
の
お
よ
そ
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
々
か

ら
口
座
振
替
を
希
望
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
納
付
書
の
配
布
、
集
金
、
領
収
書
の
発
行
と
い
っ
た
作
業
が
な
く
な
り

ま
す
。
従
っ
て
、
今
ま
で
の
納
税
組
合
組
織
が
要
ら
な
く
な
る
わ
け
で
す
。

た
だ
、
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
保
税
の
「
納
入
通

知
書
」
一
回
だ
け
は
、
嘱
託
員
か
ら
お
配
り
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
し
な
い
方
に
は
、
二
期
目
以
降
の
納
付
書
は
、
町
か

ら
本
人
あ
て
お
届
け
し
ま
す
。
そ
し
て
直
接
、
金
融
機
関
か
役
場
窓
口
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ロ
座
振
替
の
費
目

　
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民

年
金
保
険
料
、
水
道
使
用
料
、
下
水

道
使
用
料
、
保
育
所
保
育
料
、
幼
稚

園
保
育
料
の
九
費
目
で
す
。

　
ロ
座
引
き
落
と
し
は

　
　
　
　
毎
月
28
日
で
す

　
二
十
八
日
間
近
に
な
り
ま
し
た
ら

そ
の
月
の
納
税
費
目
や
金
額
を
確
か

め
て
預
金
残
高
に
配
慮
し
て
く
だ
さ

い
。
　
と
く
に
、
　
「
前
納
」
を
希
望
さ
れ

た
方
は
、
前
納
に
見
合
う
預
金
残
高

を
確
実
に
準
備
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
月
に
よ
っ
て
は
、

い
く
つ
か
の
費
目
が
重
な
り
、
納
税

額
が
高
額
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

引
き
落
と
す
こ
と
が
で
き
ず
に
、
滞

納
扱
い
と
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

　
万
一
、
二
十
八
日
に
引
き
落
と
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
念

の
た
め
翌
月
五
日
に
再
引
き
落
と
し

を
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
引
き
落
と
せ

な
い
と
き
は
、
本
人
あ
て
督
促
状
が

届
き
ま
す
。
直
接
、
金
融
機
関
の
窓

口
で
現
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

疑
問
な
点
は
早
目
に
〃

　
口
座
振
替
は
、
納
付
書
や
領
収
書

を
発
行
す
る
か
わ
り
に
、
年
二
回
引

き
落
と
し
結
果
を
一
覧
表
に
し
て
お

届
け
す
る
予
定
で
す
。
水
道
、
下
水

道
の
使
用
料
は
、
検
針
の
都
度
領
収

書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
事
務
は
、
ほ
と
ん
ど
が

電
算
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

修
正
事
項
が
あ
る
と
登
録
変
更
手
続

き
に
、
か
な
り
の
日
数
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
も
し
、
不
審
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
早
目
に
役
場
税
務

課
（
有
二
一
二
二
、
8
六
八
上
三

一
一
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

暖
冬
で
屋
根
の
雪
は
ゼ
ロ

　
（
2
・
2
3
役
場
屋
上
か
ら
）

人生90年晴代の退職盒

　　　1に課税される仕組みです。その控除

　　　額は、これまで勤続20年以下の場合は

7健　1年当たり25万円で、20年を超えると
　康　1年ごとに50万円を加算していました
＝
、
維　が、新しい税制ではこの額がそれぞれ
・持
　　　40万円と70万円にアップされ、結果的

　　　には、勤続30年の人の退職金は1，500

　　　万円（これまで1，000万円）まで無税と

なりました。

1〉昭和63年1月1日以降が対象に

　また、大蔵省の試算によると、高卒で大企業

に35年勤めた人の平均退職金額である1，802万

円にかかる税金（これまで27万6千円）が無税

になります。

　新しい退職金減税は、昭和64年1月1日以降

の退職について適用されています。なお、個人

住民税についても減税が行われます。

々
ち
足

　
：
）
～
『

　
骸
ρ
」
　
ぎ

経
済
墓
盤

　人生80年といっても、これはあくま

で平均値。今後ますます高齢化が進む

ことを考えれば、ミ人生90年”を想定し

て人生計画を、と老人問題の専門家は

口をそろえています。

　となると、ますます大切なのは、健

康維持と並んで、きちんとした経済基

っておくことでしょう。

　大方のサラリーマンにとって、その

りの一役を担うのが退職金ですが、こ

税制改革では、14年ぶりに退職所得控

引き上げられることになりました。

1〉退職金にかかる税金の仕組み

　退職金に対する所得税は、退職手当

から退職所得控除額を差し引いた額の

康維持と並んで、きちんとした経済基盤を作

っておくことでしょう。

　大方のサラリーマンにとって、その基盤作

りの一役を担うのが退職金ですが、この度の

税制改革では、14年ぶりに退職所得控除額が

引き上げられることになりました。

1〉退職金にかかる税金の仕組み

　退職金に対する所得税は、退職手当の金額

から退職所得控除額を差し引いた額の2分の
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二
月
八
日
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
老

人
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
山
ゆ
り
の

会
（
南
雲
良
代
表
）
」
に
、
働
読
売
光

と
愛
の
事
業
団
か
ら
福
祉
活
動
奨
励

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
地
道
に
福
祉
活
動
を

続
け
て
い
る
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
今
回
県
内
で
は
二
団
体
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　
「
山
ゆ
り
の
会
」
は
、
昭
和
五
十

四
年
に
発
足
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

会
員
は
八
十
二
人
、
毎
週
水
曜
日
の

夕
食
を
調
理
し
、
一
人
暮
ら
し
の
老

人
三
十
人
あ
ま
り
に
配
達
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
賞
の
伝
達
に
来
町
の
読
売
新
聞
岩給食ボランティア第2班の皆さん（2，8総合センター調理室）

本
新
潟
支
局
長
は
、
　
「
今
回
の
受
賞

に
よ
っ
て
、
け
っ
し
て
肩
に
力
を
い

れ
ず
、
世
の
中
の
潤
滑
油
的
な
活
動

を
ず
っ
と
続
け
て
欲
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
献
立
を
考
え
る
人
、
調
理
を
す
る

人
．
車
で
運
ぶ
人
￥
そ
れ
を
喜
ん
で

食
べ
て
く
れ
る
人
．
そ
れ
ぞ
れ
に
大

き
な
拍
手
を
贈
り
た
い
も
の
で
す
。

給食ボランティア

待
ち
遠
し
い
水
曜
日

配
達
係
の
心
く
ば
り

　
自
分
で
作
れ
な
い
お
か
ず
が
入
っ

て
い
て
．
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

味
も
よ
い
し
、
ご
は
ん
の
量
も
ち
ょ

う
ど
よ
く
喜
ん
で
い
ま
す
。
配
達
の

方
と
の
話
が
楽
し
み
で
、
体
の
こ
と

ま
で
心
配
し
て
く
れ
ま
す
。

残
さ
ず
い
た
だ
い
て
い
ま
す

高
橋
乳
ブ
さ
ん
75
（
上
野
）

　
お
弁
当
は
大
変
お
か
ず
の
種
類
も

多
く
、
お
い
し
く
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
足
が
悪
く
て
買
い
物
に
も

行
け
な
い
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

毎
週
、
水
曜
日
の
配
達
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
。

高
橋
孝
平
さ
ん
81
（
学
校
町
）

高
橋
建
さ
ん
73
（
伊
友
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
の
方
々
は
、
な
か

な
か
容
易
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
年

寄
り
む
き
の
、
塩
分
控
え
目
の
料
理

で
す
。
量
が
多
い
と
思
う
と
き
で
も
、

も
っ
た
い
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
全

部
い
た
だ
き
ま
す
。
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柏
崎
日

岩
瀬

記
　
そ
の
三

金
　
子
　
幸
　
作

　
天
保
の
大
豪
雨

　
梅
雨
（
つ
ゆ
）
に
入
っ
た
川
西
の

村
々
は
、
天
保
士
二
年
（
一
八
四
二
）

の
、
昔
の
暦
で
五
月
十
四
日
か
ら
十

八
日
ま
で
記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
て
い
る
。
土
砂
く
ず
れ
が
あ
り
、

冠
水
田
が
見
ら
れ
、
大
小
の
河
川
が

は
ん
ら
ん
し
て
大
き
な
被
害
が
出
た
。

　
こ
の
大
雨
は
、
信
濃
川
の
上
流
で

も
豪
儀
だ
っ
た
ら
し
い
。
沿
岸
の
村

々
は
徹
夜
で
川
除
け
に
努
め
た
が
、

そ
の
か
い
も
な
く
、
沖
立
島
で
は
耕

地
の
大
半
を
流
失
し
た
。
幕
府
領
の

沖
立
は
、
ど
こ
の
家
も
暮
ら
し
の
豊

か
な
村
で
あ
っ
た
が
、
天
保
の
洪
水

で
耕
地
を
失
う
と
貧
富
の
差
が
き
ょ

く
た
ん
に
増
大
し
た
。
夫
食
（
ぶ
じ

き
）
米
に
こ
と
欠
い
た
困
窮
者
の
中

に
は
、
乞
食
（
こ
じ
き
）
に
な
っ
て

村
々
を
回
る
者
も
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
出
水
の
あ
と
、
信
濃
川
で
は
ナ

マ
ズ
が
た
く
さ
ん
獲
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
あ
る
。

水
と
ぼ
し
く
て
畑
多
し

渡
辺
平
太
夫
が
、
収
獲
前
の
山
谷

組
村
々
へ
足
を
運
ん
だ
の
に
は
理
由

が
あ
る
。
五
月
の
豪
雨
で
川
欠
け
が

生
じ
た
新
田
の
見
分
に
合
わ
せ
て
、

領
内
の
作
柄
を
知
る
こ
と
が
目
的
で

あ
っ
た
。
九
月
五
日
（
現
在
の
十
月

九
日
）
に
山
谷
村
へ
泊
ま
っ
た
平
太

夫
は
、
翌
日
の
行
動
を
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

　
六
日
、
天
気
二
成
ル
。
田
欠
の
村

ハ
小
泉
村
ト
木
落
村
也
。
小
泉
ハ
山

谷
の
隣
村
也
。
五
ツ
（
午
前
八
時
）

過
二
見
分
二
出
ル
。
千
曲
川
岸
ノ
新

田
拾
五
石
余
之
内
、
田
欠
二
成
ル
。

残
地
改
メ
、
引
返
し
東
の
方
へ
行
、

木
落
村
へ
向
ひ
、
乗
り
掛
け
馬
二
て

行
。
所
々
小
坂
有
リ
。
水
二
乏
し
き

所
二
て
畑
多
し
。
大
根
、
大
豆
、
小

豆
、
い
も
、
姻
草
（
た
ば
こ
）
沢
山

也
。
稲
作
ハ
刈
羽
の
半
分
位
の
株
也
。

下
免
の
筈
也
。
馬
上
二
て
千
曲
川
の

流
れ
所
々
見
渡
ス
。
能
き
景
色
也
。

観
音
様
に
幟
（
の
ぼ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
寄
進

　
又
千
手
ヲ
通
リ
、
伊
勢
平
治
村
へ

か
・
り
、
村
は
づ
れ
二
千
手
観
音
の

堂
有
り
。
余
程
大
造
な
構
ひ
也
。
三

拾
石
斗
り
御
寄
附
有
之
。
当
国
は
縮

の
か
す
り
所
二
て
、
千
手
観
音
大
菩

薩
と
申
す
字
を
か
す
り
に
織
り
候
。

幟
弐
本
寄
進
致
し
置
候
。
此
堂
二
て

休
足
。
寺
よ
り
茶
ヲ
出
し
申
候
。
夫

千手観音境内（2，14）

よ
り
坂
ヲ
下
り
半
道
程
行
、
木
落
村

也
。
山
谷
村
よ
り
壱
里
半
之
余
也
。

木
落
の
損
地
場
（
え
ん
ち
ば
）

　
田
欠
け
の
あ
っ
た
川
端
ま
で
、
木

落
の
村
か
ら
八
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
距
離
が
あ
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
は

千
曲
川
の
川
幅
も
大
き
く
広
が
っ
て

い
る
。
御
損
地
場
は
、
二
〇
石
（
米

五
〇
俵
”
三
ト
ン
）
の
新
田
の
内
、

三
反
歩
（
三
〇
ア
ー
ル
）
余
り
の
田

が
欠
け
込
ん
で
お
り
、
何
と
も
哀
れ

で
気
の
毒
に
思
え
て
な
ら
な
か
っ
た
。

　
見
分
を
終
え
て
村
へ
帰
る
と
、
庄

屋
の
小
幡
弥
之
右
工
門
方
で
昼
支
度

を
し
て
お
り
、
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
庄

屋
宅
で
は
、
泊
ま
り
の
宿
が
で
き
か

ね
る
そ
う
な
の
で
、
ま
た
山
谷
へ
戻

る
こ
と
に
し
た
。
帰
ろ
う
と
し
て
外

に
出
た
ら
、
あ
い
に
く
雨
が
落
ち
て

参
っ
た
の
で
、
唐
傘
（
か
ら
か
さ
）

を
さ
し
て
馬
に
乗
っ
て
帰
っ
た
。
酒

井
の
分
家
へ
着
い
た
の
は
七
ッ
（
午

後
四
時
）
過
ぎ
で
あ
っ
た
。

　
夕
食
に
は
、
そ
ば
切
り
の
ち
そ
う

に
コ
イ
の
ヒ
ラ
、
ウ
ナ
ギ
の
か
ば
焼

き
が
仰
山
に
出
た
。
こ
こ
十
年
来
、

当
国
で
は
ウ
ナ
ギ
が
少
し
づ
つ
獲
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
二
〇
か

ら
三
〇
セ
ン
チ
か
け
ま
わ
り
の
ウ
ナ

ギ
が
よ
く
獲
れ
る
と
か
、
な
か
な
か

味
わ
い
も
良
く
、
珍
し
い
名
物
料
理

で
満
腹
し
た
。

縮
の
カ
ス
リ
を
織
る

　
七
日
、
朝
之
内
二
霧
下
リ
、
次
第

二
天
気
二
成
ル
。
早
朝
支
度
。
忠
之

助
宅
ヲ
見
二
行
。
庭
ヲ
見
物
致
シ
座

敷
へ
上
ル
。
門
ハ
長
屋
二
て
門
内
も

甚
広
く
、
先
ズ
魚
沼
壱
の
屋
敷
構
ひ

ト
見
へ
候
。
夫
よ
り
駕
籠
二
の
り
、

元
の
道
よ
り
戻
ル
。
千
手
村
は
ず
れ

よ
り
、
三
国
海
道
の
追
分
ケ
有
リ
。

　
壱
里
程
行
、
上
野
村
御
領
分
中
の

大
村
。
是
も
市
杯
立
、
町
が
か
っ
た

る
村
也
。
星
名
藤
左
工
門
と
申
ス
豪

家
有
リ
。
御
内
用
達
、
屋
敷
構
ひ
忠

之
助
二
続
キ
候
も
の
也
。
壱
里
程
行
、

中
屋
敷
村
（
筆
者
注
”
木
落
村
の
誤

り
か
）
二
て
御
領
分
は
づ
れ
候
。

　
又
半
道
程
行
、
真
人
と
由
宿
也
。

極
在
郷
、
会
津
御
領
所
之
内
也
。
弦

二
て
弁
当
遺
ひ
、
人
足
継
ぎ
、
是
よ

り
峠
弐
っ
打
越
ひ
、
所
々
難
所
有
り
。

千
曲
川
見
へ
、
景
ノ
能
所
も
有
り
、

峠
下
る
と
小
千
谷
の
広
地
也
。
此
辺

一
円
ハ
会
津
御
領
所
之
由
。
七
ツ
、

（
午
後
四
時
）
前
二
小
千
谷
宿
へ
着
ク
。

　
家
数
ハ
千
軒
も
有
之
由
。
能
町
也
。

御
陣
屋
有
之
。
名
物
縮
見
セ
沢
山
。

当
年
ハ
縮
値
段
大
下
リ
ニ
て
、
難
渋

之
由
也
。
魚
沼
中
、
町
在
と
も
慈
ク

縮
の
は
た
を
織
て
居
り
候
。
魚
沼
ハ

皆
か
す
り
斗
也
。
松
の
山
郷
ハ
嶋
斗

の
由
。
旅
宿
故
、
皆
一
同
二
居
ル
。

当
所
も
さ
け
の
魚
名
物
二
て
出
ス
。

小
干
谷
か
ら
柏
崎
へ

　
九
月
八
日
は
上
天
気
で
、
平
太
夫

は
小
千
谷
宿
を
早
朝
に
出
立
し
た
。

　
全
行
程
、
塚
山
峠
有
り
、
弐
里
計

リ
下
リ
登
リ
也
。
所
々
道
わ
る
く
駕

籠
を
引
づ
る
様
也
。
塚
山
迄
三
里
、

人
足
継
、
広
田
村
よ
り
刈
羽
御
領
分

也
。
三
里
行
、
北
条
村
問
屋
二
て
弁

当
遺
ひ
、
是
よ
り
人
足
無
賃
也
。
北

条
村
は
づ
れ
に
大
橋
有
り
。
少
し
行

岡
田
村
へ
行
道
へ
出
ル
。
又
雨
は
ら

は
ら
落
て
来
ル
。
柏
崎
へ
入
ル
。

　
鵜
川
橋
の
た
も
と
に
、
家
族
が
迎

え
に
出
て
い
て
く
れ
た
。
小
千
谷
で

買
っ
た
ミ
ヤ
ゲ
（
栗
一
升
と
中
ぬ
き

草
履
二
足
）
を
遺
わ
す
と
、
み
ん
な

が
喜
ん
だ
。
衣
服
を
着
替
え
た
ら
四

ツ
（
午
後
十
時
）
を
過
ぎ
て
い
た
。

　
※
「
柏
崎
日
記
」
は
、
上
野
の
上

村
政
基
さ
ん
か
ら
、
原
本
の
コ
ピ
ー

を
い
た
だ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
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同
業
の
会
合
で
大
阪
の
会
社
の
重

役
さ
ん
が
、
息
子
が
新
潟
県
の
教
員

に
採
用
さ
れ
た
と
話
し
て
く
れ
た
。

赴
任
先
を
伺
う
と
「
川
西
町
」
だ
と

言
い
、
こ
の
春
、
ど
ん
な
所
か
夫
婦

で
大
阪
か
ら
車
に
乗
っ
て
そ
の
町
を

訪
れ
確
め
て
き
た
。
信
濃
川
に
せ
ま

る
雪
消
え
の
山
の
緑
は
鮮
や
か
で
、

練馬区市川昭二さん

（元赤谷小学校勤務）

接
す
る
人
は
親
切
、
町
営
の
松
葉
荘

に
泊
め
て
も
ら
い
、
山
菜
を
土
産
に

帰
阪
し
た
。
本
当
に
思
い
出
に
残
る

い
い
町
だ
っ
た
。
と
述
懐
さ
れ
た
。

　
東
京
で
大
阪
の
方
か
ら
わ
が
川
西

町
の
自
慢
話
を
聞
か
さ
れ
よ
う
と
は

思
い
も
し
な
か
っ
た
の
で
う
れ
し
か

っ
た
。
酔
い
も
手
伝
っ
て
「
川
西
町

は
私
の
故
郷
。
た
い
て
い
の
こ
と
な

ら
知
っ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
長
さ

ん
は
古
く
か
ら
の
友
人
で
す
し
ね
」

虚
実
を
交
え
て
言
っ
た
。
相
手
も
び

っ
く
り
し
、
し
ば
ら
く
は
、
川
西
談

義
に
華
を
咲
か
せ
た
。

　
私
は
、
終
戦
直
後
の
一
時
期
、
仙

田
村
の
小
学
校
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

中
魚
沼
郡
の
西
北
端
に
位
置
す
る
こ

の
村
は
、
山
深
く
、
渋
海
川
沿
い
に

集
落
が
点
在
す
る
美
し
い
小
さ
な
村

だ
っ
た
。
人
情
は
こ
ま
や
か
で
、
い

つ
ま
で
も
居
た
い
所
だ
っ
た
が
一
年

余
で
辞
し
上
京
し
た
。
村
と
疎
遠
に

な
っ
た
こ
ろ
、
町
村
合
併
で
仙
田
村

は
川
西
町
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
聞

い
た
。
そ
の
時
私
は
、
村
が
さ
ら
わ

れ
た
と
感
じ
た
。
思
い
出
の
村
が
頭

の
中
か
ら
ポ
ッ
カ
リ
消
え
去
り
、
仙

田
村
を
さ
ら
っ
た
「
川
西
町
」
が
う

と
ま
し
か
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
二
十
何
年
経
つ
だ
ろ
う

か
。
数
年
前
「
川
西
町
史
」
発
刊
の

知
ら
せ
を
受
け
求
め
た
。
装
丁
、
内

容
の
素
晴
ら
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
「
編
さ
ん
室
長
・
金
子
幸
作
」
と

あ
る
の
を
見
て
、
真
面
目
で
研
究
熱

心
な
青
年
教
師
だ
っ
た
氏
の
四
十
年

前
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
回
想
に
ふ
け

っ
た
。
町
役
場
に
は
、
私
の
教
え
子

が
勤
め
て
い
る
こ
と
も
知
っ
て
、
消

え
去
っ
て
い
た
仙
田
村
が
、
に
わ
か

に
現
わ
れ
、
そ
れ
が
川
西
町
と
完
全

に
ダ
ブ
っ
た
。
う
と
ま
し
い
「
川
西

町
」
は
、
引
き
潮
の
よ
う
に
奇
麗
さ

っ
ぱ
り
洗
い
流
さ
れ
た
。

　
ほ
ど
な
く
「
広
報
か
わ
に
し
」
を

毎
月
ご
恵
送
頂
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
何
十
年
の
空
間
を
埋
め
る
ご
と
く

毎
号
む
さ
ぼ
り
読
む
う
ち
に
、
今
で

は
川
西
町
の
一
喜
一
憂
が
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
た
。
金
子
さ
ん
の
肩
書
は

教
育
委
員
長
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
。

私
は
一
方
的
に
友
人
に
な
り
す
ま
し

て
い
た
。

　
昨
年
春
、
私
ど
も
夫
婦
は
ク
ラ
ス

会
に
招
か
れ
、
大
阪
の
西
邑
さ
ん
ご

夫
婦
も
泊
ま
っ
た
松
葉
荘
で
四
十
何

年
ぶ
り
に
教
え
子
と
の
再
会
を
果
た

し
た
。
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
事
ど

も
を
彼
ら
は
昨
日
の
事
の
よ
う
に
シ

ッ
カ
リ
覚
え
て
い
て
く
れ
た
。
全
く

音
信
の
な
か
っ
た
一
人
が
、
子
供
が

持
参
し
て
き
た
十
日
町
高
校
六
十
周

年
史
に
寄
せ
た
私
の
「
文
章
」
を
見

つ
け
、
「
お
母
ち
ゃ
ん
の
先
生
だ
よ
」

と
言
っ
て
聞
か
せ
た
と
話
し
て
く
れ

た
。
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
に
今
更
な
が
ら
深
い
感
銘
を

覚
え
た
。

　
翌
日
み
ん
な
で
緑
に
染
ま
り
な
が

ら
節
黒
城
跡
に
上
っ
て
川
西
町
を
見

下
ろ
し
た
。
長
い
冬
に
耐
え
て
働
く

町
の
人
た
ち
と
活
気
あ
る
息
吹
き
が

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。
こ
の

川
西
町
を
生
活
の
舞
台
と
し
て
働
く

人
た
ち
、
そ
し
て
こ
こ
に
過
ご
し
た

こ
と
の
あ
る
人
た
ち
に
幸
あ
れ
と
私

は
願
っ
て
い
た
。

灘

母
と
仙

・
嚢

田
村

荒
川
区
登
坂
泰
夫
さ
ん

　
私
は
、
赤
谷
出
身
の
父
と
、
岩
瀬

出
身
の
母
と
の
間
に
、
東
京
赤
坂
区

（
今
の
港
区
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

父
が
早
世
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
幼

い
こ
ろ
、
よ
く
、
母
方
の
岩
瀬
へ
連

れ
ら
れ
て
行
き
ま
し
た
。

　
赤
谷
の
大
き
な
ケ
ヤ
キ
や
渋
海
川

に
架
か
る
岩
瀬
橋
、
そ
の
そ
ば
に
あ

っ
た
木
造
校
舎
な
ど
を
覚
え
て
い
ま

す
。
当
時
「
坊
や
、
坊
や
」
と
、
か

わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
ほ

と
ん
ど
が
亡
く
な
ら
れ
、
寂
し
い
限

り
で
す
。

　
昭
和
三
十
年
、
十
三
年
間
勤
め
た

印
刷
会
社
を
辞
め
て
独
立
、
自
営
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

無
一
物
の
私
に
は
工
場
を
借
り
る
に

も
、
印
刷
機
械
類
を
設
備
す
る
に
も
、

大
変
な
こ
と
で
し
た
。
し
か
も
、
当

時
の
銀
行
は
、
新
規
開
業
者
に
対
す

る
融
資
に
は
慎
重
で
、
な
か
な
か
話

が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
と

き
「
頭
金
ぐ
ら
い
あ
る
よ
」
と
、
い
と

も
簡
単
に
言
う
母
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
小
学
校
高
学
年
の
こ
ろ
か
ら
、

母
の
節
約
ぶ
り
を
よ
く
観
察
し
て
い

ま
し
た
し
、
母
の
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
て
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
母
の
お

か
げ
で
資
金
面
で
お
お
い
に
助
け
ら

れ
、
越
後
の
女
の
し
た
た
か
さ
を
学

ん
だ
わ
け
で
す
。

　
以
来
、
事
業
は
紆
余
（
う
よ
）
曲

折
は
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
る
程
度
ま

で
に
な
り
、
二
代
目
社
長
候
補
に
ゆ

ず
る
基
盤
も
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
、
母
の
生
ま
れ
故
郷
仙
田
村
に
、

愛
着
と
関
心
の
念
を
つ
の
ら
せ
て
い

ま
す
。

　
関
東
平
野
と
越
後
平
野
に
挾
ま
れ

た
豪
雪
地
帯
の
山
間
部
に
、
ど
ん
な

事
情
で
住
み
つ
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
思
い
も
ふ
く
ら
ん
で
「
川
西

町
史
」
全
巻
を
購
入
。
折
々
、
ひ
も

と
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
毎
月
の

「
広
報
か
わ
に
し
」
を
見
る
た
び
に

母
を
思
い
出
し
、
創
業
当
時
の
苦
労

を
思
い
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
旧
仙
田
村
を
含
む
川
西
町
在
住
の

皆
々
様
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
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姜
目

塵息

●
一
般
寄
付

　
上
村
健
一
（
下
平
新
田
）

　
●
広
報
発
行
に

　
田
中
重
正
（
豊
島
区
）

●
体
育
振
興
に

　
山
口
義
正
（
仁
田
）

…
　
わ
∠
擢
キ
ワ
ん

　
4
月
か
ら

（
敬
称
略
）

　
十
万
円

　
三
万
円

一
一
一
万
円

●
図
童
目
の
寄
贈

大
本
山
永
平
寺
か
ら
中
嶋
繁
雄
著

「
明
治
法
燈
の
人
」
が
二
冊
贈
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
赤
谷

出
身
の
高
僧
琢
宗
禅
師
の
く
だ
り
が

「
越
後
の
人
」
の
章
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
当
町
あ
て
届

い
た
も
の
で
す
。

　
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
あ
り
ま

す
。
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

、
か
く
し

　
’

国
民
年
金
保
険
料
が

8
千
円
に
変
わ
り
ま
す

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、
四

月
分
か
ら
八
千
円
に
な
り
ま
す
（
付

加
保
険
料
は
四
百
円
で
そ
の
ま
ま
で

す
）
。

　
国
民
年
金
は
、
老
齢
や
障
害
な
ど

で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
、
夫
や
母

が
亡
く
な
っ
て
働
き
手
を
失
っ
た
な

ど
の
と
き
に
、
年
金
で
生
活
を
支
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
年
金
の
支
払
い
に
必
要
な
費

用
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
保
険

料
や
国
の
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
年
金
制
度
を
健
全
に
運
営
す

る
に
は
、
給
付
と
負
担
の
均
衡
を
保

つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
年
金
額
の
引

き
上
げ
と
と
も
に
、
保
険
料
の
引
き

上
げ
も
連
動
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

新
し
い
嘱
託
目
貝

　
　
　
：
…
…
－
…
…
－
－
：
－
：
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

中
仙
田
1
1
木
村
昭
一
、
室
島
日
木
村

幸
治
、
小
脇
u
斎
木
幸
威
、
高
倉
”

高
橋
幸
一
、
田
戸
“
樋
口
虎
一
、
赤

谷
H
登
坂
久
、
岩
瀬
日
小
川
武
文
、

大
倉
目
中
条
与
之
助
、
大
白
倉
“
中

村
年
広
、
小
白
倉
”
片
桐
一

＝＝雷＝＝2＝＝＝＝＝3＝＝＝3＝＝＝3＝＝＝＝3323＝3霊＝＝＝＝＝＝＝器＝＝＝雷＝3＝器＝＝＝＝＝＝器＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

1年　ふるさわりょう君

3年星名冴子さん（版画）

1年おぐまなおき君（版画）

畷1

〈
上
野
小
学
校
丁

4年　田村裕美子さん（版画）

4年　川崎里美さん

　
ポ
寅
爬

3
年
水
落
太
恵
さ
ん

4月号は橘小学校です
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”ころぶ子は育つ，，

危険防止の学習です

　
サ
ク
ラ
子
ち
ゃ
ん
と
キ
ク
オ
く
ん

は
、
同
い
年
。
隣
同
士
で
育
ち
ま
し

た
。
た
だ
、
ふ
た
り
の
お
母
さ
ん
の

子
育
て
は
、
何
か
ら
何
ま
で
反
対
で

す
。
　
キ
ク
オ
く
ん
の
お
母
さ
ん
は
、
赤

ち
ゃ
ん
の
と
き
か
ら
、
大
事
に
大
事

に
育
て
て
き
ま
し
た
。
よ
ち
よ
ち
歩

き
を
始
め
た
こ
ろ
も
、
こ
ろ
ん
で
は

い
け
な
い
と
、
ほ
と
ん
ど
つ
き
っ
き

り
で
し
た
。

　
こ
れ
で
は
、
け
が
な
ど
す
る
は
ず

は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ク
オ
く
ん
は
、

一
度
も
こ
ろ
ば
な
い
で
歩
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
キ
ク
オ
く
ん
の
お

中央町に建てられたXマスツリーの前で（昭63，12，24）

母
さ
ん
は
、
そ
れ
が
得
意
で
し
た
。

　
と
い
う
の
も
、
サ
ク
ラ
子
ち
ゃ
ん

の
お
母
さ
ん
が
の
ん
き
で
、
赤
ち
ゃ

ん
は
こ
ろ
ん
で
ば
か
り
い
た
か
ら
で

す
。
サ
ク
ラ
子
ち
ゃ
ん
は
お
で
こ
を

ぶ
つ
け
て
、
大
き
な
こ
ぶ
を
こ
し
ら

え
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
サ
ク
ラ
子

ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
が
別
に
驚
い
た

様
子
も
な
い
の
を
見
て
、
キ
ク
オ
く

ん
の
お
母
さ
ん
の
方
が
、
き
も
を
つ

ぶ
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
最
近
、
キ
ク
オ
く
ん
の

お
母
さ
ん
は
、
自
信
を
失
い
か
け
て

い
ま
す
。
サ
ク
ラ
子
ち
ゃ
ん
は
、
け

が
ら
し
い
け
が
を
し
な
い
の
に
、
キ

ク
オ
く
ん
は
、
ち
ょ
つ
と
し
た
こ
と

で
す
ぐ
け
が
を
す
る
の
で
す
。
わ
け

を
考
え
て
も
、
ど
う
し
て
も
分
か
り

ま
せ
ん
。

　
キ
ク
オ
く
ん
の
お
母
さ
ん
に
代
わ

っ
て
考
え
る
と
、
小
さ
い
と
き
に
、

こ
ろ
ば
せ
な
か
っ
た
の
が
い
け
な
い

の
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、
こ
ろ
ぶ
こ

と
で
ど
う
し
た
ら
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

る
か
、
ど
う
し
た
ら
う
ま
い
？
こ
ろ

び
か
た
が
で
き
る
の
か
を
、
体
で
覚

え
ま
す
。
い
わ
ば
、
危
険
防
止
の
学

習
で
す
。
キ
ク
オ
く
ん
の
お
母
さ
ん

は
、
過
保
護
の
あ
ま
り
、
そ
の
勉
強

の
機
会
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
こ
ろ
ぶ
こ
と
を
、
親

は
お
そ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
赤
ち

ゃ
ん
は
、
な
ぜ
丸
々
と
太
っ
て
い
る

か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
　
こ
ろ
ん

で
も
骨
な
ど
を
い
た
め
な
い
よ
う
に
、

肉
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
つ
い
て
い
る
の

で
す
。

　
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
こ

ろ
の
子
供
は
、
め
っ
た
に
大
け
が
を

し
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
に
こ
ろ
ば
せ

て
お
か
な
い
と
、
肉
が
落
ち
て
か
ら

の
け
が
が
多
く
な
り
ま
す
。

泣
く
子
は
育
つ
、
と
い
い
ま
す
が
、

こ
ろ
ぶ
子
も
育
ち
ま
す
。

＿　＼《「q
ヨ奥、IQ；」

“’グ、●9，

　　　へ　しハ　　　　　　　ヘ

　ヂ魏’で「

●

●

i診▽ッψ

歯娠乙

小
根
岸

m
〉
長
谷
川
雅
宏
さ
ん

撃
　
　
　
テ
レ
サ
さ
ん

　
　
　
（
ペ
ル
ー
共
和
国
か
ら
）

　
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
仲
間
と
し
て

ワ
昭
和
六
十
一
年
七
月
か
ら
ペ
ル

ー
ヘ
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
二

年
半
ほ
ど
行
っ
て
き
ま
し
た
。
任
務

は
畜
産
の
営
農
指
導
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、
同
じ
普
及
所
に
い

た
、
し
っ
か
り
者
の
農
村
成
人
講
座

指
導
員
が
彼
女
で
す
。

讐
　
最
初
は
静
か
な
落
ち
着
い
た
日

本
人
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

彼
は
一
年
半
で
ペ
ル
ー
語
を
マ
ス
タ

ー
し
ま
し
た
。
こ
と
ば
が
通
じ
る
こ

と
で
、
気
持
ち
や
考
え
方
な
ど
を
話

し
合
い
、
と
て
も
親
近
感
を
覚
え
ま

し
た
。

　
ど
こ
に
い
て
も
心
は
ひ
と
つ

リ
　
ペ
ル
ー
は
地
球
の
裏
側
に
な
り

ま
す
。
気
候
は
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で

が
雨
季
で
、
あ
と
は
乾
季
で
す
。
気

温
は
穏
や
か
で
、
一
番
寒
い
八
月
で

も
一
〇
度
ほ
ど
で
す
。
日
本
と
気
候

や
風
土
は
違
い
ま
す
が
、
地
球
に
住

む
人
の
心
は
ど
こ
で
も
ま
っ
た
く
同

じ
と
思
い
ま
し
た
。

響
川
西
は
静
か
な
よ
い
と
こ
ろ
で

す
し
、
お
母
さ
ん
は
実
の
母
の
よ
う

に
や
さ
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。
言
葉

は
ま
だ
う
ま
く
な
い
け
れ
ど
、
特
別

の
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
「
ひ
と

つ
の
も
の
を
得
る
た
め
に
、
ひ
と
つ

の
も
の
を
置
い
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
心
に
誓
っ
て
お
嫁
に
き
ま

し
た
。

2万キロ離れた
　ペルーからの花嫁さん



・一……一・・一…………一・一”…一…………………一…・一（12）

　
昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

田
中
　
英
一
6
4
（
本
人
）
発
電
所
通
り
東

須
藤
　
正
治
7
3
（
本
人
）
仁
　
田

福
原
　
啓
治
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（
健
治
）
原
　
田

上
村
　
サ
キ
81
（
健
一
）
下
平
新
田

星
名
キ
ン
84
（
梅
吉
）
伊
友

小
柳
ア
ヤ
8
7
（
博
）
元
町

柄
澤
　
紋
治
94
（
悌
二
）
沖
　
立

五
十
川
キ
ン
95
（
静
雄
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立

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
な
お
や

金
子
尚
矢
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佳
　
子

　
　
　
し
ゅ
ん
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富
井
　
俊
正
子

二
男
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二
男
上
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清
水
轟
智
明
子
長
男
上
野

　
　
た
か
ゆ
き
克
幸

柄
澤
　
貴
幸
佐
代
子
長
男
古
同
原
田

幕
禦
鑑
㌻
男
上
町

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
喉
奎
岩
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禾
田
イ
ミ
十
日
町
市
か
ら

霧
懸
鳴
．
響

㎜
，
議
鞭
誓
太
呂
南
風
選

㎜
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

㎜
　
起
き
臥
し
も
時
報
に
合
わ
せ
老
の
春

㎜
　
雪
の
裾
田
毎
に
つ
づ
れ
水
温
む

㎜
　
雪
解
け
の
燧
道
口
の
飛
爆
か
な

…
　
　
　
　
　
　
岩
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小
川
　
益
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風
花
や
路
地
裏
せ
ま
き
縄
の
れ
ん

青
磁
な
る
鉢
の
万
両
つ
や
や
か
な

古
書
探
す
街
ひ
ろ
び
ろ
と
風
花
す

　
　
　
　
　
　
三
領
　
水
品
　
　
律

夫
の
忌
の
夫
の
好
み
し
桜
餅

重
ね
着
を
脱
ぎ
て
日
和
の
街
歩
く

美
容
院
出
で
て
う
な
じ
の
余
寒
か
な

　
　
　
　
　
足
立
区
　
山
形
頼
太

藪
入
り
や
赤
門
の
寺
賑
え
る

室
咲
き
の
花
を
飾
り
て
ナ
ー
ス
室

路
地
裏
の
小
さ
き
祠
も
一
の
午

　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

梅
一
輪
添
え
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嫁
ぎ
し
娘
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便
り

散
歩
道
ふ
と
振
り
返
り
梅
香
る

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

機
町
の
不
景
気
と
ん
で
あ
た
た
か
し

鐘
楼
の
囲
い
の
中
の
植
木
鉢

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

冬
帽
の
黒
を
好
み
の
人
遜
け
り

着
ぶ
く
れ
を
笑
い
る
妻
も
着
ぶ
く
れ
て

　
　
　
　
在
川
崎
市
　
佐
藤
　
信
一

洗
い
干
す
油
匂
い
の
軍
手
凍
て

如
月
と
な
り
し
箱
買
い
蜜
柑
減
り

　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

節
分
の
鬼
払
い
た
る
月
夜
か
な

大
試
験
受
か
り
し
孫
の
電
話
く
る

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

村
内
に
嫁
来
る
噂
春
め
け
る

風
花
に
傘
か
た
む
け
て
晴
着
の
娘

　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

豪
雪
に
堪
え
て
四
五
戸
の
村
に
住
み

雨
だ
れ
の
音
し
て
氷
柱
落
ち
る
音

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
濤

雨
だ
れ
の
音
に
も
春
の
近
き
か
な

豆
を
撒
く
子
の
面
と
れ
ば
愛
ら
し
き

　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

富
士
に
咲
く
梅
り
ん
と
し
て
花
少
な

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

農
協
に
雪
割
草
の
小
鉢
あ
り

　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

金
婚
を
子
ら
祝
い
く
れ
春
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

布
団
干
す
影
い
き
い
き
と
は
ず
み
お
り

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

小
雪
の
河
岸
段
丘
滝
白
し

　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

雪
お
ろ
す
こ
と
も
な
く
な
り
春
隣

　
　
　
　
　
中
仙
田
蒼
仙
子

着
ぶ
く
れ
て
年
始
の
客
の
長
居
か
な

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

蕗
の
と
う
ほ
ろ
に
が
き
味
親
し
み
て

　　　　投句要領
　締め切り　毎月末日厳守

1〉はがき1枚に5句前後。〉題

は特に定めません（当季雑詠）。

1〉住所、雅号と氏名明記。1〉役

場内『文書広報係』か、中央町

「太田白南風」あて。》初心者

の投句歓迎。

食
生
活
改
善
推
進
委
員
を

田
中
ミ
ヲ
エ
さ
ん
〔
仁
田
〕

　
昭
和
三
十
九
年
か
ら
食
生
活
改
善

推
進
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
会
長

を
勤
め
て
い
る
田
中
さ
ん
に
会
の
活

動
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
員
は
三
十
五
人
、
地
区
の
推
薦

に
よ
り
選
ば
れ
た
ご
婦
人
、
女
性
だ

け
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
お
も
な
活
動
は
、
春
と
秋
に
推
進

委
員
が
集
ま
っ
て
す
る
調
理
実
習
を

し
、
そ
の
実
習
内
容
を
各
部
落
の
方

々
に
伝
達
す
る
講
習
会
を
継
続
し
て

公
民
館
で
簡
単
な
体
操
で
も
整
て
騒

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
よ
う
な
声
を
3

謬
罵
篶
簾
熱

い
と
思
っ
て
い
ま
す
・
最
初
は
全
然
蟹

知
ら
な
か
っ
た
方
と
、
仲
間
に
な
れ
騒

ま
す
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
津
騒

羅
菱
戴
鐸
知
る
礪

や
っ
て
い
ま
す
。
集
ま
る
人
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
主
体
で
す
が
、

勤
め
に
出
て
い
る
若
い
人
た
ち
の
た

め
に
と
夜
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
の
検
診
の
と
き
に
、

お
や
つ
を
作
る
お
手
伝
い
も
し
て
い

ま
す
。

　
去
年
の
秋
、
橘
小
学
校
で
開
い
た

親
子
料
理
教
室
は
、
好
評
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
こ
う
い
う
活

動
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
忙
し
過
ぎ
る
の
か
ど
う
か
、
体
を

動
か
さ
な
い
方
が
い
っ
ぱ
い
だ
と
思

い
ま
す
。
総
合
体
育
館
ま
で
出
か
け

る
の
は
お
っ
く
う
だ
か
ら
、
近
く
の


